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第 35 号 

第35号8月は田中が担当します。 

この度は、大阪府北部地震、過去最大豪雨による西日本と日本各地

での、水害の被災された皆様ならびにそのご家族の皆様に、心よりお

見舞い申し上げます。そして、皆様の安全と被災地の一日も早い復興

を心よりお祈り申し上げます。 

 

《 企業防災 BCP（事業継続計画）とは 》 

ここ数年、様々な自然災害が加速しています。事前の備えによって

被害の軽減と早期回復を図ることが可能になると思います。 

内閣府の防災情報 Web ページを一部紹介します。BCP とは企業が自然災害、大火災、テロ攻撃などの緊急事態

に遭遇した場合において、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可

能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計

画のことです。緊急事態は突然発生します。有効な手を打つことがきでなければ、特に中小企業は、経営基盤が

脆弱なため、廃業に追い込まれるおそれがあります。また、事業を縮小し従業員を解雇しなければならない状況

も考えられます。緊急時に倒産や事業縮小を回避するためには、平常時から BCP を周到に準備しておき、緊急時

に事業の継続・早期復旧を図ることが重要となります。こうした企業は、顧客の信用を維持し、市場関係者から

高い評価を受けることとなり、株主にとって企業価値の維持・向上につながるのです。 

 

《 事業継続計画（BCP）と従来の防災計画の違い 》 

日本の企業の多くはすでに防災への取組を進めており、BCP は防災計画とは違うといっても、従来からやってい

ることと特に違いはないように思われるとの意見も多く聞かれます。しかしながら、事業継続の特徴は、被災に

際して重要な事業が存続できるよう取り組むことにあります。具体的には、経営全体の観点から重要業務を選択

し、復旧する事業所や設備についてメリハリをつけ、被災後に活用できる限られた資源の有効な投入策を計画す

ること、そして、市場から許容される重要業務の停止期間に着目し、目標復旧時間を定めたり、業務や設備の代

替性の検討を行うことです。その際、サプライチェーンに着目し、取引関係のある主体の被災状況や、その主体

への自社の業務停止の影響もあわせて評価します。一部の記事ですが、自社のためにも防災を推進してはいかが

でしょうか？詳しい内容は、内閣府防災情報 Web ページ http://www.bousai.go.jp/index.html  

 

《 一般社団法人日本金型工業会の世代交代 》 

昨年、工業会が 60 周年を迎え、6年間勤められました牧野敏郎氏(長津製作所)前会長から、今年 6月 8日の第

6 回定時総会で新会長に小出悟氏(小出製作所)が就任しました。新会長のコメントですが、「会員が増えること

が我々工業会の活動の源泉。魅力としある会にしていかないと会員増強はなしえない」、「金型業界に目を向け

てもらえるように発信していきたい」また、「昨年発足した『金型マスター認定制度』のような人材育成に取り

組むほか、グローバル化が進む中で日本の金型がトップリーダーとして世界をけん引できるように、今まで以上

に海外を見据えた活動にも尽力していきたい」と語りました。61 年目を迎える金型工業会の新しい風に期待です。 

 

 IS DESIGN 夏季休業のお知らせ 2018 年 8 月 11 日(土) ～ 2018 年 8 月 16 日(木)となります。 
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